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【１】 

題名 僕のお父さん 

本人氏名 牟田 琳太朗（むた りんたろう） 

性別 男 

年齢 ８歳 

候補者との続柄 子 

 僕のお父さんの仕事は建設業です。 

朝が早くて僕が寝ている時には仕事に出かけていたり帰ってくる時もときどき遅かった

りしていつも忙しくしています。 

朝や夜お父さんが居ないときは、僕が妹ふたりの面倒を見たりしてお母さんのお手伝いを

する様にしています。なぜかと言うと家族の中で男の子はお父さんと僕だけなのでお父さ

んが「男の子は女の子を守らないといけないよ」と言っていたからです。 

 お父さんはお仕事の話はあまり話さないですが、お休みの日に車で走っている時にクレ

ーン車やショベルカーがあったりしたら何の工事をしてるんだよって教えてくれたり何

トンクレーンだよって教えてくれます。お休みが少ないお父さんが遊んでくれるので大好

きです。 

今、ぼくはドッジボールにハマっていて休みの日やお父さんが早く帰って来たら一緒に

練習しています。お父さんの投げる球は速くてなかなかとれないのでとれた時はお父さん

にほめてもらえるのでとてもうれしいです。お父さんのお仕事の事はあまり知らないから

今度お父さんの仕事の話をしていろいろ聞いてみようと思いました。僕も大きなクレーン

車に乗ってみたりしたいなぁと思いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【２】 

題名 パパの仕事を通じて感動したこと 

本人氏名 川津 萌衣（かわづ めい） 

性別 女 

年齢 12 

候補者との続柄 子 

パパは、防水工事屋さんです。雨漏りをしないようにすることが主な仕事です。 

 私が小さい頃は、朝起きると仕事で家にはいません、夜は、寝た後に帰ってくるのでな

かなか会えませんでした。少しでも会えるように早起きして「行ってらっしゃい、がんば

ってね、気を付けてね」と見送るのが日課になりました。会えない中でも、運動会などの

行事や、入院した時には、かけつけてくれるやさしいパパです。 

 私が小さいころ、家族で現場見学をする機会がありました。第一印象は、【暗くて大き

な箱】でした。 

そこには、いろいろな機械や道具がおいてあって、その中の一つの機械は、免許がないと

乗れないのでパパと一緒に乗って天井にういている風船をとったり、床の掃除をする機械

で掃除をしたり、誰もができない体験ができて楽しかったです。 

 また、最近テレビを見ていたら、パパが自慢げに「ここは、現場見学に行ったところだ

よ！パパたちが建てた所だよ！」と言ったのを聞いて、あの暗くて大きな箱がテレビに映

っているきれいな建物に生まれ変わっている事にびっくりしました。さらに、おどろいた

のは「その建物の〇階は〇〇をする所だよ」と細かく覚えていることがすごい！と思いま

した。 

 みんなが集まる商業施設が雨漏りしたら大変です。パパの仕事は、みんなの安全を守っ

ているのだと思います。とてもほこらしく思います。そこらには、現場にかかわった全て

の人の名前が刻まれている所があると聞いたので、パパの名前を探しに行きたいのと、実

際に生まれ変わった商業施設をこの目でしっかり見たいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【３】 

題名 私から見たお父さん 

本人氏名 塚越 くるみ（つかごし くるみ） 

性別 女 

年齢 11 

候補者との続柄 子 

 私から見たお父さんは、そんけいする存在です。たまに、出かける時は仕事道具を買い

に行きます。家や車には、仕事道具がたくさんあります。私は、重たくて持てません。で

もお父さんは力が強いので、軽々と持ちます。しかも重たい仕事道具を使い、仕事をする

と聞いてびっくりしました。重たい物を持っているから力が強いのかと確信しました。力

の強いお父さんは、何でもできます。大きな重たい荷物を運んでくれます。私や弟のこと

も抱っこしてくれます。私ですら弟を少し抱っこできるくらいなので、頼れる存在でもあ

ります。力が強くて後悔することはないと思います。仕事に生かせる力はすごくいいと思

いました。私は私で、家族で一番の力を発揮したいと思っています。私から見たお父さん

は、自分の力で何でもできる、何も恐れないそんけいする大きな存在です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【４】 

題名 おじいちゃんの仕事 

本人氏名 神山 結南（かみやま ゆな） 

性別 女 

年齢 17 

候補者との続柄 孫 

 おじいちゃんの仕事 

   神山 結南 

 私のおじいちゃんは、配管技能者として働いています。配管工事や建物の建築など日常

生活を送るために必要で、いわゆる縁の下の力持ちです。 

 私が小さい頃から働いていて、何度も工事現場をみることがありました。難しい設計図

や作業で、そんな仕事を何十年とこなすおじいちゃんはかっこいいと思いました。時には

私が通っている学校に仕事に来たこともあります。普段使っているトイレの配管工事をし

ていて、私の生活をこのような所で支えて貰っているのだなと実感しました。私の学校だ

けでなく、沢山の学校や医療施設、個人宅の水道などの工事も行っているようです。沢山

の人を支え、私たちが生活を送るのに必要不可欠な仕事だと改めて感じました。また、勉

強机や棚など手作りで作ってくれて、とてもありがたいなと思います。 

 普段は、優しくて料理が上手なおじいちゃんですが、朝早く家を出て仕事に行きます。

今日はここで仕事だ、明日は隣の市で仕事だと色んな所で必要とされているおじいちゃん

が私たち家族の誇りです。 

 これからも健康に気をつけて、家族の為、社会の為に頑張ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【５】 

題名 優しいお父さん 

本人氏名 遠山 陽歩（とおやま はると） 

性別 男 

年齢 12 

候補者との続柄 子 

 僕のお父さんは左官職人です。 

全国左官技能競技大会に２大会連続出場し、１回目は３位、２回目は２位になりました。 

大会の様子を YouTubeで見て決められた時間の中で、ていねいに物作りをしながらがんば

る姿がカッコよくて誇りにおもいます。 

 普段は仕事をする姿を見る事はないけれど家を建てたとき玄関タイル、門柱、花だんを

作っている姿を見ました。門柱のかべぬりは思い出に残るようにと僕と妹にもぬらせてく

れました。 

 家でのお父さんのことを少しだけ紹介します。 

どんなお父さん？と聞かれたら、パンケーキが好きで物作りが得意な「優しいお父さん」

です。 

その理由は、いつもおだやかだし頭ごなしに怒らない、そんなに高くない物とかお菓子と

か買ってーと言うと買ってくれます。 

 それから休日は一緒にラジコンやミニ四駆を走らせたり色々なところに連れて行って

くれて毎年夏には湖にも連れて行ってくれます。砂浜でイルカ、カメ、ペンギン、ワニの

サンドアートを動き出しそうなくらいリアルに作ったこともあります。 

 それから大工の仕事もできます。 

それは物置小屋を１人で建てて壁の一部をボルダリングが出来るように作ってくれたか

らです。 

 休日は遊んだり出かけたりしてくれるけど平日は仕事から帰ってくると疲れてるせい

かソファから動かなくなり？動けなくなり？ゴロゴロしている人が僕たちの優しいお父

さんです。 

 

お父さんへ 

これからも体に気を付けていつまでも元気でいて下さい。お仕事がんばってね（はると・

ひな） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【６】 

題名 僕のお父さん 

本人氏名 岬 竜太郎（みさき りゅうたろう） 

性別 男 

年齢 15歳 

候補者との続柄 子 

 「僕のお父さん」 

 僕のお父さんは現場で働いています。こっそり働いているところを見たことがあるので

すが、大きな重機に乗って土を掘ったりしているときもあれば、金づちを使って釘をうっ

たりしているときもあり、コテという道具でコンクリートを仕上げているときもありま

す。お父さんの周りの皆さんはあちこちに分かれてモクモクと仕事をしています。お父さ

んは自分でも作業をしつつ、あちこち見回って指示を出していました。見たことないよう

な真剣な表情なので、いつも声をかけることができません。たまに僕に気づいたときはい

つものお父さんの表情に戻り、手を振ってくれます。近くに行って色々聞きたいけど、現

場に入るのは迷惑がかかるだろうと思い、その場から離れてしまいます。 

 お父さんは何でも屋？大工でもなく、運転手でもない。直接お父さんに聞けばいいので

すが、家では帰ってくればすぐお酒を飲み、そのまま寝てしまうため、自分で調べてみま

した。「多能工」という言葉がヒットしました。なんか響きの良い言葉。「マルチクラフタ

ー」とも呼ばれるそうです。もっとかっこよく聞こえます。でも僕が実際見たお父さんは

その言葉以上に現場で輝いて見えました。家では少しだらしないですが、現場のお父さん

はすごく偉大で、素敵で、僕の誇りです。 

 一つのことを極めていくのもその道は厳しく、大変なことだと思います。そしてさらに

たくさんのことを極めていくのはもっと大変で、全て中途半端になってしまうかもしれな

いのに、自分に厳しくあり続け、習得していくことはものすごい時間と努力したのだろう

と思うと、お父さんの背中がすごく大きく見えました。かっこいいなと思います。恥ずか

しくて本人には言えないですが、いつかちゃんと言葉にしてお父さんに伝えたいと思いま

す。 

 仕事に行く前にいつも「腰が痛い」と言いながらコルセットを巻いています。今度の父

の日には新しいコルセットをプレゼントしようと思います。これからも現場で頑張って働

いてほしいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【７】 

題名 私の父の仕事 

本人氏名 深田 大輝 

性別 男 

年齢 17歳 

候補者との続柄 子 

 私の父は土木業をしていて、朝早くから夜まで仕事をしています。家に帰ってきた父は

毎日とても疲れている様に見えます。ぶっきらぼうで会話の少ない父だからこそ余計に心

配に感じる時があります。近場での現場の時は顔を毎日合わせるので安心ですが、出張で

1週間帰ってこない時など心配になります。 

出張の準備をしている父を見ると生活用品などを毎回しっかりと準備し、忘れ物が無いか

何度も確認しているのをよく見かけます。きっと仕事場でも毎度確認しながら仕事をして

いるんだろうなぁ、口うるさい父だがそういうところは日常生活や仕事から来ているのだ

ろうと思います。 

最近、父の仕事が『現場代理人』というポジションで仕事をしていることを聞かされま

した、施工管理や下請さんの手配など管理業務などが主で気の抜けない業務だと言ってい

ました。欠員が出た時などはフォローなどにも入らなければならず、休みなく大変な仕事

だが責任感があり工事完了時には達成感が味わえるとも言っていました。この年齢になる

まであまり父の仕事に興味が無かったが、いつもより楽しそうに話す父を見て、本当はこ

の様な会話もしたかったのかな？と感じ、父に寄り添えた様な気がして自分もうれしくな

りました。 

今度機会があれば父の施工した箇所に連れて行ってもらい、実際に目で見て感じてみたい

と思います。 

そして興味がもっと沸いてきたら、自分も建設業の仕事を視野にいれて勉強していき父の

様な土木施工管理技士として頑張っていきたいと思います。 

これを機に私は父を尊敬し口答えしない様努力していきたいです、父にはこれからも元気

で病気やケガなどしない様家族の為に頑張ってほしいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【８】 

題名 じいじへ 

本人氏名 三好 結仁（みよし ゆいと） 

性別 男 

年齢 4 

候補者との続柄 孫 

じいじへ 

 

おしごとがんばって 

 

ゆいとより 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【９】 

題名 おじいちゃんの仕事 

本人氏名 佐藤 優月（さとう ゆづき） 

性別 女 

年齢 7 

候補者との続柄 姪 

わたしのおじちゃんはどうろを作るしごとをしています。 

いつも朝早くからおきておしごとをかんばっています。 

 大きなきかいにのったりしているところを見て、すごいなあと思いました。 

どうろでこうじをしているのを見つけたときには、おじいちゃんがいるか探したりしてい

ます。 

 おじちゃん、けがをしないように、これからもがんばってね。 

 またいっしょにあそんでね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【１０】 

題名 大変な叔父の仕事 

本人氏名 田中 紗来（たなか さら） 

性別 女 

年齢 17 

候補者との続柄 姪 

私の叔父は道路や下水道を整備したりするお仕事をしています。実際に叔父が仕事をして

いる場面はまだ見たことがないのですが、いつも私たちが普段使用している道路や水道水

は生活に欠かせないものであり、重要なお仕事だと思います。 

毎日朝早くから夜まで働き、時々私たちが寝ている間に夜間工事をして朝には通える道路

になっていたり、水害が起きた時も上手に対処していて体力的にもとてもすごいなと感じ

ました。 

私の叔父は毎日毎日重労働なのにも関わらず、休みの日にはご飯を作ってくれたりしてく

れます。他にも雨の日だったときはコインランドリーに行って洗濯物もしてくれていま

す。体がきついはずなのに家事をしてくれて本当に感謝しています。 

私たちが普通に生活できるのは目に見えないところで働いてくれている叔父がしている

仕事があるからこそ成り立っていると思います。私も将来誰かの生活を支えることのでき

る仕事に就きたいと思いました。これからも大変だとは思いますが、怪我の無いように安

全に仕事をしていってほしいなと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【１１】 

題名 潜水士のお父さん 

本人氏名 林 愛華（はやし まなか） 

性別 女 

年齢 17 

候補者との続柄 子 

 お父さんは小さい頃から出張ばかりで、帰ってくるのはお正月と、ゴールデンウィーク、

夏休みのお盆休みくらいで、少し寂しかったのを覚えています。小学校のときに、１回だ

け運動会に応援しに来てくれたことがあり、とても嬉しかったです。 

 10歳くらいのころ、お父さんが広島へ仕事に行っていたので、お母さんと兄と泊まり

で遊びに行ったことがありました。お父さんの船で魚釣りに行ったり、遊園地に行ったり

して、とても楽しかったです。そのときに、どんな仕事をしているのか聞いたところ、港

や空港、埋め立て地で海に潜って作業をする潜水士だと言っていました。 

 海の中は冷たくて、深いところは暗くて、大変で、潜水士は誰でもできる仕事ではない

と思うので、いろんな人たちの役に立つものを作っているお父さんを尊敬しています。 

 いつも私たちのために、仕事をしてくれてありがとう。これからも体に気をつけて頑張

ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【１２】 

題名 みんなのヒーロー 

本人氏名 丸山 桜華（まるやま おうか） 

性別 女 

年齢 16 

候補者との続柄 子 

みんなのヒーロー 

 丸山 桜華（まるやま おうか） 

 私のお父さんは、土木の現場で働いています。会社では土木部長として、自分の任され

た現場の作業をするだけでなく、一緒に働く技術者さんたちの指導も行っています。色々

な現場に携わっているため、朝も早く家に帰ってくるのも遅くなる日もあるけれど、私の

通学電車時間には毎朝必ず「おはよう」と「いってらっしゃい」を言ってくれる優しいお

父さんです。 

 お父さんから聞いている仕事内容は、川の土を掘って流れを良くしたり、大雨が降って

も堤防が壊れないようにブロックを積んだりすることです。災害からみんなの生活を守っ

ているんだなと思うと、とても誇らしく感じます。普段の生活でも他の会社の方から「こ

の間はありがとう。次の仕事もまた頼りたいから、よろしく。」と電話を受けている姿を

よく目にしていて、信頼されているんだなと嬉しく思います。 

 そんな中、お父さんの仕事ぶりが実って、昨年国土交通省の川内川河川事務所から優良

技術者表彰を受けました。もらえることが決まった時は家族みんなで喜びました。 

 さらに仕事となると真面目で ICTや資格取得のためには、大好きなお酒も控えめにして

部屋にこもり勉強する姿は、私にとって自慢のヒーローです。 

 私も大好きなお父さんのように、多くの人から信頼されて誰かのために一生懸命になれ

るかっこいい大人になりたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【１３】 

題名 私のお父さん 

本人氏名 米盛 陽花（よねもり ひな） 

性別 女 

年齢 10 

候補者との続柄 子 

 私のお父さんは、高校を卒業してから、ずっと建設業で働いているとお母さんから聞き

ました。 

東京で大工さんをしていて、大きなビルを建てたり、東京駅とか、○○大学とか、大きな

現場をたくさん直したり、作ったりしてきたお父さんがいつも言っている事がありまし

た。 

（安全とは、つねに、最悪を、そうぞうする事、きけんは、つねに、となりにあるんだよ） 

最初は、分からなかったけど、小学校四年生になり、お父さんの言っている意味を少しず

つ分かるようになってきました。 

お父さんは今、創進と言う会社で、クレーンの運転手として、働いています。大工さんと

クレーンの運転手は、全然ちがう仕事なのに、安全については、どんな仕事でも一緒です。 

私は、大工さんだった時のお父さんとクレーン運転手のお父さんのどっちも大好きです。 

 海のお仕事は、本当にきけんだらけだけど、建設マイスターとして、毎日、お仕事を私

達家族のためにがんばってくれているお父さんを、ほこりに思っています。 

 これからもがんばってください！。 

 

 


